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市政だより 一一人口の動き

6月1日現在 前月比

人口計 66.209 + 41 
男 31.833 + 1 5 
女 34.376+ 26 
世帯数 19.160+ 28 
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政虎j以小学校 (山田憲夫校長、児童 676人)にプーJレ(25m、6コース)が完成、このほ

ど児童たちが初泳ぎをしました。

同校は53年に開校しましたが、これまでは市民プールを利用していたもので、自分たちの

プーノレに児童たちは大喜びです。

小
学
校
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本
市
で
は
、

乙
の
運
動
の一

環
と
し
て
、
小

・
中
学
生
、
高

校
生
に
よ
る
ポ

ス
タ
ー
展
、
弁

論
大
会
を
開
催

し
ま
す
。

多
数

ご
来
場
下
さ
い

判七
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
月
間
」
で
す
。

青
少
年
を
社
会
の
不
良
な
環
境

か
ら
ま
も
り
、
ま
た
、
既
に
過
ち

を
犯
し
た
人
た
ち
に
愛
の
手
を
差

L
の
べ
て、

更
生
の
道
を
お
互
い

が
考
え
て
や
り
、
犯
罪
の
な
い
明

る
い
社
会
を
つ
く
る
よ
う
努
力
し

よ
う
と
い
う
願
い
の
も
と
に
全
国

い
っ
せ
い
に
展
開
さ
れ
ま
す
。

市
民

一
人
ひ
と
り
が
自
ら
の
問

題
と
し
て
考
え
、
乙
の
社
明
運
動

に
ど
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

阿

門

一係

日

時

七

月
十
一
日
(
土
)

午
後

一
時
三
十
分
か
ら

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

場
所

お
気
軽
に
ヤ
ン
グ

テ
レ
ホ
ン
へ

子
ど
も
さ
ん
の
こ
と
、
子
ど
も

さ
ん
自
身
の
悩
み
ご
と
を
早
く
解

決
し
て
く
れ
る
の
が
ヤ
ン
グ
テ
レ

ホ
ン
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
深
く
悩
ま

ず
早
自
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

曾
長

崎

‘ 旬

IL' L 
が E
な宅

、ー
人む

※ 

花
で

市
中
パ
レ
ー
ド
に

参
加
し
よ
う

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
、
青

少
年
を
非
行
か
ら
ま
も
る
全
国
強

調
月
間
(
七
月
中
)
の
一
環
と
し

て、

県
警
音
楽
隊
の
応
援
を
得
て

市
中
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
す。

各
機
関
、
団
体
、
市
民
の
皆
さ

ん
多
数
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す

日

時

七

月
四
日
(
土
)
午
後
二

時
か
ら
、
小
雨
決
行

集
合
場
所
市
民
会
館
駐
車
場

(
生
活
環
境
課
)

O 

O 

O 

国
民
年
金
の
保
険
料
は

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う

ー
品添
一一

四、

五
、
六
月
分
の
国

民
年
金
の
保
険
料
は
、
も

う
納
め
ま
し
た
か
。

ま
だ

納
め
て
い
な
い
方
は
早
自

に
納
め
ま
し
ょ
う
。

安

保
険
料
を
納
め
忘
れ
る

と、

万

て

事
故
が
あ
っ

た
と
き
障
害
年
金
や
母
子

年
金
な
ど
が
受
け
ら
れ
な

い
ば
か
り
か
、
将
来
、
老

齢
年
金
さ
え
受
け
ら
れ
な

い
乙
と
が
あ
り
ま
す
。

も
し
、
過
去
の
保
険
料

町
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一1Fiji--114zeEf--331431ilU111111j11ベ
1114144

-

一
一?
愛
の
献
血
は
ど
協
力
を

し
一

一

助

け

合

い

運

動

V
一
ぺ
l
M川
一

~

愛
の
血
液
助
け
合
い
運

L
F
i
-
v

一

一

動

が

七

月

一

日

主

一

十

一

司

4
4
乍バ
4
U
.

一

一
日
ま
で
行
わ
れ
ま
す
。

U

ゲ
モ
ト
4
2

一

↑

乙

の

運
動
は、

医
療
に

¥

訊

ア

i
l
へ

J
-
5
.
-

一
必
要
な
血
液
の
供
給
量

オ

帆

E
1
=守
一

…
血
に
よ
り
確
保
す

る

体

制

工

U
河
川
れ
は
巧

一

を

つ

く

り

、

県

民

各

層

の

版

以

留

尚

一

一
聞
に
献
血
思
想
を
普
及
す

一

ヤ

寸

1
i
l
-
-明
司
少

↑

る

た

め

に

行

わ

れ

て

い

ま

戸

叶

H
P」
〉

N

一

，コ

-

f

L

-

-

-

一

す

。

-

一

A
P
.
-

一

献
血
は

、
大
切

な

私

た

〔

7
月
の
献
血
車
巡
回
目
〕

一

一
ち
の
っ
と
め
で
す
。

マ
七
月
十
六
日

↑

↑

も
し、

突
然
の
ケ
ガ
や
病
気

・
市
役
所
玄
関
前

一

一
で
自
分
自
身
や
家
族
に
手
術
が

午
前
九
時
三
十
分
l
正
午
ま
一

一
必
要
と
な
っ
た
場
合
、
使
わ
れ

で

一

一
る
血
液
の
ほ
と
ん
ど
が、

あ
た

・

水

道
部
玄
関
前

一

一
た
か
い
献
血
に
よ

っ
て
集
め
ら

午
後

一
時

t
二
時
ま

で

一

一
れ
た
血
液
で

す

。

-

九

州

電
力
大
村
営
業
所
前

一

一

常
に
安
定
し
た
血
液
量
を
確

午
後
二
時

t
三
時
三
十
分
ま

↑

一
保
す
る
た
め
、
献
血
に
ど
協
力

で

一

一
下
さ

い

。

(

福
祉
課
〉
ん

に
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
き
は
、
二

年
前
ま
で
の
分
で
あ
れ
ば
、
あ
な

た
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
社
会
保

険
事
務
所
に
納
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。もう
一

度
納
め
忘
れ
が
な
い
か

調
べ

て
み
ま
し
ょ
う
。

※
詳
し
く
は
保
険
年
金
課
へ

(
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
)
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※ 

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

九
七
月
十
九
日
で
任
期
満
了
に
な

る
農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
は、

七
月
七
日
に
告
示
さ
れ
七
月
十
七

日
に
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。

乙
の
選
挙
は、

農
家
の
皆
さ
ん

に
と
っ
て
農
地
事
情
の
改
善
、
農

業
経
営
の
合
理
化
、
農
業
振
興
の

推
進
な
ど
、

農
家
の
皆
さ
ん
の
地

位
向
上
に
寄
与
す
る
委
員
を
選
ぶ

大
切
な
選
挙
で
す
。
一
人
も
れ
な

く
投
票
し
ま
し
ょ
う。

〔
投
票
時
間
〕

午
前
七
時

t
午
後
六
時
ま
で

，--農家治皆さ均一一一一:

投票y; 告示

館

三浦出張所

市

館

鈴田出張所

上 久 原公民 館

館

市役所 第 2会議室

中地区住民セジター

所

民

会

民公

票

公

民

池

投

村

市役所

H 

堆

今

〔投
票
所
入
場
券
〕

入
場
券
は
七
月
十
日
ご
ろ
発
送

す
る
予
定
で
す
。

投
票
の
と
き

は
必
ず
入
場
券
を
持
参
し
て
下

さ
い
。
な
お
、
無
投
票
に
な

っ

た
選
挙
区
が
あ
る
場
合
は、

そ

の
選
挙
区
関
係
の
入
場
券
は
発

行
し
ま
せ
ん
。

〔投
要
所
〕

別
表
の
と
お
り
で
す
が
、

従
来

投
票
所
と
し
て
使
用
し
て
い
た

松
並
第
二
公
民
館
は、

西
大
村

本
町
公
民
館
と
名
称
が
変
っ

て

い
ま
す
。

〔不
在
者
投
薬
〕

投
票
日
に
、
ど
う
し
て
も
投
票

所
に
行

っ
て
投
票
で
き
な
い
人

は、

投
票
日
の
前
日
ま
で
不
在

者
投
票
が
で
き
ま
す。

※
詳
し
く
は
選
挙
管
理
委
員
会

へ

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い

天

正

遣

欧

少

年

使

節

勇
気
@
記
録
⑫

イ
タ
リ
ア
人
宣
教
師
が
、

「
今

ま
た
あ
の
海
上
で
の
苦
し
み
を

味
わ
う
く
ら
い
な
ら
十
回
死
ん

だ
方
が
ま
し
だ
」
、
と
言

っ
て

い
る
乙
と
か
ら
も
、
東
洋
へ
の

。
イ
ン
ド
洋
を
南
下

ヴ
ァ
リ

ニ
ア
l
ノ
神
父
と
涙

の
別
れ
を
交
わ
し
た
使
節

一
行

は
、
サ

ン
チ

ャ
ゴ
号
に
乗
り
組

み

一
路
イ

ン
ド
洋
を
南
下
し
ま

し
た
。
乙
の
イ

ン
ド
か
ら
リ
ス

ボ
ジ
に
い
た
る
約
五
カ
月
と
二

十
日
に
わ
た
る
航
海
は、

航
海

士
達
を
し
て
「
こ
の
よ
う
な
幸

運
は
か

つ
て
な
か
っ
た
」
と
い

わ
し
め
る
ほ
ど、

最
も
天
候
に

恵
ま
れ
た
船
旅
だ

っ
た
と
い
え

ま
す
。
一
日
に
進
む
船
路
は
一

六

0
マ
イ
ル
(
約
二
五
六
キ

ロ
)

に
も
及
び
ま
し
た
。

当
時
の
西
欧
と
東
洋
と
を
結

ぶ
航
海
の
恐
ろ
し
さ
に
つ
い
て
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航
路
が
い
か
に
恐
怖
に
満
ち
た

も
の
か
が
理
解
さ
れ
ま
す
。
乙

の
五
カ
月
二
十
日
の
船
路
は
幸

運
と
は
い
い
な
が
ら
、
例
に
よ

っ
て
幾
度
か
の
危
険
が
彼
ら
を

待
ち
・
つ
け
て
い
ま
し
た
@
イ
ン

ド
洋
南
下
の
折
、
十
五
日
聞
に

わ
た
っ
て
風
が
止
ま
り
船
が
ま

っ
た
く
停
止
し
ま
し
た
。
乙
の

た
め
「
諸
人
皆
暑
気
の
た
め
大

い
に
苦
し
ん
だ
」
と
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
あ
る
時
は
一

少
年
が
不
注
意
か
ら

海
に
転
落
し、

波
風

が
高
い
た
め
に
綱
を

投
げ
る
こ
と
も
、
ま

た
船
を
引
返
す
乙
と

も
で
き
ず
、

少
年
は

救
助
を
求
め
な
が
ら

皆
が
見
守
る
中
で
溺

死
す
る
と
い
う
悲
し

い
事
件
も
お
乙
り
ま

16世紀のポルトガル船

し
た
。

サ
ン
チ

ャ
ゴ
号
に
は
百
数
十

人
の
乗
員
が
あ

っ
た
と
思
わ
れ

ま
す
が
、
船
内
は
大
量
の
食
料

飲
料
水
、
一新
、
途
中
の
島
々
で

仕
入
れ
た
香
料
な
ど
が
う
ず
高

く
積
ま
れ、

香
料
の
き
つ
い
薫

り
、
あ
る
い
は
腐
敗
し
た
食
物

.
水
か
ら
発
す
る
異
様
な
臭
い

に
よ
っ
て
、

「
牢
獄
ど
乙
ろ
で

は
な
い
」
有
様
で
し
た
。
飲
料

水
は
飲
む
時
に
は
鼻
を
つ
ま
む

ほ
ど
で
し
た
。

一
五
八
四
年
五
月
十
日
に
は

ア
フ
リ
カ
大
陸
の
南
端
の
喜
望

峰
を
通
過
し
ま
し
た
。

残
念
な

が
ら
岬
は
遠
望
で
き
な
か
っ
た

も
の
の
、

海
水
の
変
化
、
船
に

飛
来
し
た
小
鳥
な
ど
に
よ
っ
て

か
す
か
に
そ
れ
を
感
じ
ま
し
た

乙
の
付
近
か
ら
、
船
上
か
ら

投
げ
ら
れ
た
釣
糸
に
は
お
も
し

ろ
い
ほ
ど
、
魚
が
か
か
り
、
久

し
ぶ
り
の
美
味
に
舌
つ
づ
み
を

う
っ
て
い
ま
一
す
。
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-1歳
6
カ
月
児

健

康

診

査

対

象

昭

和

五
十
四
年
十
二
月
生

ま
れ
の
幼
児
で
す
が
、
周
年
七

月

t
十
一
月
生
ま
れ
で
、
ま
だ

健
康
診
査
を
受
け
て
い
な
い
幼

児
も
受
診
し
て
下
さ
い
。

日
時

七
月
十
日
・

十
七
日

午
後

一
時

I
一
時
三
十
分
受
付

場

所

コ

ミ
ュニ

テ
ィ

セ
ン
タ
ー

料
金

無
料

※
母
子
健
康
手
帳
と
送
付
し
ま
し

た
問
診
票
を
記
入
の
上
、

必
ず

ど
持
参
下
さ
い
。(生
活
環
境
課
)

-
百
日
咳
、
ジ
フ
テ
リ

ア
、
破
傷
風

(
3混
)

の
予
防
接
種

該
当
者

。
第

一
期

(初
回
免
疫
者
)

生
後
二
十
四
カ
月

1
四
十
八
カ

月
ま
で
の
幼
児
で、

初
回
免
疫

が
完
了
し
て
な
い
幼
児

。
第
二
期

(
追
加
免
疫
者
)

初
回
免
疫
接
種

(
初
回
の
三
回

目
〉
か
ら
十
二
カ
月

i
十
八
カ

月
に
至
る
期
間
の
幼
児

接
種
要
領

。
第

一
期

三
週
間

t
八
週
間
の

一

手

紙

を

お

貸

し

下

さ

い

一

書

簡

展

を

企

画

一

一

史
料
館
で
は
書
簡
展
を
企
画

い。

一
し
て
い
ま
す。

古
い
手
紙
、
珍

連

絡

先

市

立
史
料
館

(武
部
一

-
し
い
手
紙
、
難
し
い
手
紙
な
ど

郷

三

二
三
、

宮
③
|
一
九
七

一

一
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
貸
し
下
さ

九〉

下
水
道
住
み
よ
い
町
の

※ 

百日咳・ジフテリア・破傷風予防接種目程

会 場 名 lFEEl2回目13回目l
市 役 所

万バメ萱瀬 出張所

三 浦出張所九 バメ鈴田出 張所

竹 松出張所

払万バ福重 出張 所

中地区公民館

万% 出松 原 出 張 所

間
隔
を
お
い
て
三
回
接
種

。
第
二
期

い
ず
れ
か
の
日
に

一

回
接
種

接
種
で
き
な
い
幼
児

有
熱
者
、
か

っ
け
、
心
臓
、
じ

ん
臓
、
呼
吸
器
疾
患
者
、
胸
腺

り
ん
ぱ
体
質
の
幼
児

料
金

無
料

※
母
子
健
康
手
帳
を
忘
れ
な
い
よ

う
に
持

って
き
て
下
さ
い
。

(生
活
環
境
課
)

-
胃
ガ
ン
集
団
検
診

対
象
者

四
十
歳
以
上
の
人

た
だ
し
、
次
の
人
を
除
く

妊
娠
中
の
人
、
胃
の
手
術
後

の
人
、
過
去
に
胃
潰
一
場
、
十

二
指
腸
潰
一
場
に
か
か
り
現
在

治
っ

て
い
る
人
、
胃
の
疾
患

で
病
院
で
治
療
中
の
人

基
礎
づ
く
り

※ジフテリア、破傷風(2~毘)第2期も同時
に行います。

※時間はいずれも午後2時""3時まで

料
金

無
料

申
込
方
法

七
月
十
八
日
ま
で
に

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
電

話
番
号
、
受
診
日
を

ハ
ガ
キ
ま

た
は
電
話
で
生
活
環
境
課

へ

実
施
人
員

四
百
人

(定
員
に
な

り
し
だ
い
締
切
り
ま
す
)

※
申
込
ん
だ
人
は
必
ず
受
診
さ
れ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
・
場
所

。
八
月
三
日

市

役
所

。
八
月
四
日

竹
松
出
張
所

。
八
月
五
日

中

地
区
公
民
館

。
八
月
十

一
日

福

祉

セ
ン
タ
ー

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
九
時

l

十

一
時
三
十
分
ま
で

(生
活
環
境
謀
)

お毒草むら護主ごじ蚕三うでり

(
工
事
中
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

J
 

量管

-つ一
茎の一な一A

-
み一

P
Ei圃
τ
2

;

;

 

4
唱
さ
く
-

e
L
 

剛

』
相曙

②一
ご一↑ι 
一曾醤曾
一一一竺一

-半年 に一度の大級い

市 内24神社合同の夏越神事

.'いつでも.J 'どこでも」

「言佳にで、も」唄ってE語れる
「おおむら音頭」の発表会並びに唄と踊

りのコンテスト(出場団体募集中)

・アマチュア・ ノfンド ・フェステイノfル

出演グループ募集中

・楽 しい出l苫も募集中(7月 9円締切)

・前夜祭は、今爆発的ブー ムのザ・マン
サ二、イだよ 11

主催 おおむら夏越祭り実行委員会

事務局杭出津一丁目770

附大村青年会議所内

包 ② 6391 

おおむら夏越まつり 実行委員会

し

咽，
験

つまB' σ宇
品
悼ん

一

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
)



※ 

海
や
川
を
守
る
た
め

粉
石
け
ん
を
使
い
ま
し
ょ
う

昭和56年 7月1日
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も

よ

お

し

-7月の
ミ
二
個
展

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

毎
月
市
内
在
住
者
の
作
品
を
展

示
し
「
ミ
ニ
個
展
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
観
覧
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す。

展
示
作
品

洋

画

山

田

憲
夫
氏
作
品

展
示
期
間

七
月
一
日

t
三
十
一
日

-
教
科
書
展
示
会

昭
和
五
十
六
年
度
の
教
科
書
展

示
会
を
開
催
し
ま
す
。

期
間
七
月
十
日

t
二
十
一
日
ま

で
(
日
曜
を
除
く
)

場

所

市

教

科
書
セ
ン

タ
ー
(
旧

中
央
公
民
館
三
階
)

展
示
教
科
書
小
・
中
学
校
、
高

校
用
教
科
書

(学
校
教
育
課
)

りおおむ市政だより

-
勤
労
青
少
年
の
日
の

つ
ど
い

(5) 

県
で
は

「勤
労
青
少
年
の
日
の

つ
ど
い
」
の
行
事
と
し
て
、
な
が

さ
き
式
見
ハ
イ

ツ
で
講
演
と
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
を
催
し
ま
す
。
多

く
の
若
人
が
参
加
し
て
友
情
の
輪

を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

日
時
七
月
十
八
日
、
十
九
日

場
所
な
が
さ
き
式
見

ハ
イ
ツ

内
容
食
事
、
レ
ク
リ
ェ

l
シ
ヨ

ン
、
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど

参
加
費
千
円

申
込
方
法
七
月
十
日
ま
で
に
商

工
観
光
課
ま
た
は
勤
労
青
少
年

ホ
1
ム
へ

-
大
村
子
ど
も
劇
場

第
何
回
例
会

日
時

七
月
九
日

午
後
六
時
三
十
分
開
演

市
民
会
館

舞
台
劇

「
へ
乙
き
三
良
」

内場
容所

※
詳
し
く
は
大
村
子
ど
も
劇
場
事

務
局
(
雷
③
|
七

O
六
三
)

へ

(社
会
教
育
課
)

募

集

-
夏
休
み
学
童
保
育
所

を
開
設

共
働
き
、
父
子
、
母
子
家
庭
の

カ
ギ
ッ
子
の
小
学
校
低
学
年
生
が

対
象
で
す
。
み
ん
な
と
楽
し
く
遊

ん
だ
り
、

朝
は
勉
強
時
間
も
あ
り

ま
す
。

期
間

七
月
二
十
一
日

t
八
月

11 nl~哩醤 日をて 巡 ら E 
#r l¥P一二孟主要 時プ 参 昼 る 市郷
t r ヰ ~霊 レ加 食 ノて内土

i ず 4翠F七ゼ者はスの史平?
一 % 盆 月ンに大ツキ 家 1; ~ 
ム /嚇 泌raI五トは村アリ

j議ペ露1:主景T4;芝ぞ(
盤2略~~ 号車鍾 八す 踊 を 行 ン 聞 夕¥
t罷語 会~、 事麗 月。り、い史きら 三
底調V 可噌藍 二 人そま 跡 な ~ 

i…μ ームヨ日 形 しすをが巡，

i※ 申参定集 ネL
詳 け四下ー込加員 前 合八 J言 f
J しま日さ週方費 九場月
くすのい間法 四時所二 スャ-
t は)午。前千十)十、w パ
市 後(ま市円七 観三 J 
{高 五七で 商 人 光 日ア バ
工 時月に工 a 

S 観 ま五お観 内 l 
光で日申光 所

} 課受 分込 課 小、

へ付はみへ 午 一 {

十
二
日
(日
曜
、
お
盆
は
休
み
)

場
所
中
地
区
住
民
セ
ン
タ
ー
別

館

(医
師
会
館
う
ら
)

定
員
七
十
人

受
付
七
月
十
二
日
(
午
前
十
時

三
十
分

t
十
一

時
三
十
分
ま
で
)

学
童
保
育
所
に
て

※
詳
し
く
は
大
村
学
童
保
育
父
母

の
会
(
今
吉
宮
①
|
六
六
七
八

H

夜
)
へ

(福
祉
課
)

-
税
務
大
学
校
学
生

税
務
大
学
校
に
は
、
国
家
公
務

員
採
用
初
級
試
験

(税
務
)
に
よ

り
採
用
さ
れ
た
人
が
入
校
し
ま
す

受

験

資

格

昭
和
三
十
六
年
四
月

二
日

t
三
十
九
年
四
月
一
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人

受
験
申
込
七
月
八
日

t
十
七
日

ま
で
の
聞
に
人
事
院
九
州
事
務

局
(
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東

二
丁
目
一
一
ー
一
)
へ

第
一
次
試
験
十
月
四
日

※
詳
し
く
は
諌
早
税
務
署
へ

試

験

-
就
学
義
務
猶
予
免
除

者
の
中
学
校
卒
業
程

度
認
定
試
験

病
気
な
ど
の
た
め
、
就
学
を
猶

予
ま
た
は
免
除
さ
れ
た
人
に
対
し

て、

中
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
が

あ
る
か
ど
う
か
を
認
定
す
る
国
が

行
う
試
験
で
す
。

日
時
十
一
月
六
日

午
前
十
時
l
午
後
四
時

場
所

県
勤
労
福
祉
会
館

(
長
崎

市
桜
町
)

願
書
受
付

八
月
十

一
日

t
九
月

十
日
ま
で
に
県
教
育
庁
学
校
教

育
課
へ

※
ぶ
し
く
は
市
教
育
委
員
会
学
校

教
育
課

へ

申 。。表 a

i 三 故 し 特続 請の二五 免 通市 免彰 上二 免 交 県 彰 』ー i 
; 年 ・、をし資 種 十年 許 安表許 をの十 許 通表 区 丑If
:を 無県含 て格 類 五 以取全彰以受 人年 取安 彰 分 ユ三 ! 
i経違 ・む自 は 年 上 得協 (上け で 以 得 全 ( 事 ! 
過 反 市)動免間以 、後会 警 )て 向上後協 警 -::r-

t し(表 の 車許 わ上二十 長 察 い年 、六 会 察 百liJ
t て 反 彰 運 ( 取 なの十 年)署 る 以二月 長 本 合

i い則と 転 原得い人年以 長 人上 十 末)部 X 信書 i 
る行 もに付 後以 上 、 (の五 現 雫 通苫
i 人 為 無従、、免上、市 普 市 年 在 虫艮 i
i は 後事事 小 継許 、十 交通表 以で 県 安=三司

コー亘 t 

! ※ 提 提。。申ー宏一i務 詳 会出 括 方 協 科に iζ 七の 車事 出市 県 請資協 郭 ! 
局 し 事 先代に会の 表 つ月も 安故 書 表表 書 格 ..6. .:孟 』

t aく 務 行 限事 一 彰 い 十の全 無 類 彰彰 提あ宮 古ヨ t 
t 去は 局 大しり 務 部上て 五 ) 運 違 出りへ守 t 
， 中交 ま村ま 証局三申 は日な 転 反 表 八七締 r(!:
i よ 通 た市 す 明へ 百 書 八まおセ 証 彰 月 月切の 甲 型空 i 
i穴 安 は 交 。書提 円 iζ 月で、ン 明 上十 二 人謹衣 i 
ハ全 支通 交 出を証 五 、県 タ 書 申日 十
i 会協部 安 付さ 添 明日市表書 五 を早ク ! 
U 会 長 全 をれ え 手ま 表彰発自 、 日
!へ事 協 ーたて 数 で 彰 は行 動 無 t 



t6) 

ス
ポ

i
ヅ

り

-
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

おおむ

日
時
八
月
一
目
、
二
日
、
三
日

チ
l
ム
編
成

〔
小
学
生
の
部
〕
四
年
以
下
二
人

五
年
三
人
、
六
年
四
入

門
中
学
生
男
子
の
部
〕
一
年
二
人

二
年
三
人
、
三
年
四
人

〔
中
学
生
女
子
の
部
〕
学
年
は
制

限
し
な
い

※
チ
l
ム
は
単
一
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
で
編
成
す
る
こ
と

参
加
資
格
本
年
度
市
ス
ポ
ー
ツ

-少
年
団
本
部
に
登
録
し
た
少
年

団
で
あ
る
こ
と

申
込
方
法
七
月
二
十
二
日
ま
で

に
教
育
委
員
会
体
育
課
へ

抽
せ
ん
会
七
月
二
十
五
日
(
土
)

午
後
二
時
か
ら
市
役
所
第
一
会

議
室

市政だより昭和56年7月1日
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国
初
心
者
水
泳
教
室

期
間
七
月
二
十
八
日

t
八
月
一

日
(
五
日
間
)
午
後
二
時

t
五

時
場
所
市
民
プ
l
ル

対
象
小
学
三
年
生

t
六
年
生
ま

で
の
泳
げ
な
い
児
童

定
員
五
十
人
程
度

※ 

空
力

ン
の
投
げ
捨
て
は
や
め
ま
し

指
導
者
市
水
泳
連
盟
会
員

参
加
費
無
料

申
込
方
法
七
月
二
十
三
日
ま
で

に
傷
害
保
険
加
入
金
(
三
百
四

十
円
)
を
添
え
て
教
育
委
員
会

体
育
課
へ

主
催
市
教
育
委
員
会

主
管
市
水
泳
連
盟

-
弓
道
教
室

期
間
七
月
二
十
一
日

t
九
月
二

十
九
日
(
毎
週
火
曜
・
金
曜
、

午
後
七
時

t
九
時
)

場
所
市
営
弓
道
場

対
象
一
般
男
・
女

定
員
二
十
人
(
定
員
に
な
り
し

だ
い
締
切
り
ま
す
)

参
加
費
無
料
(
教
材
費
と
し
て

実
費
千
円
程
度
)

申
込
方
法
七
月
十
八
日
ま
で
に

傷
害
保
険
加
入
金
戸
六
百
八
十

円
)
を
添
え
て
直
接
教
育
委
員

会
体
育
課
へ

主
催
市
教
育
委
員
会

主
管
市
弓
道
協
会

※
弓
具
な
ど
は
協
会
で
用
意
し
ま

す
-
小
学
生
卓
球
教
室

期
間
七
月
二
十
三
日

t
八
月
十

八
日
(
毎
週
火
曜
・
木
曜
・
土

曜
、
午
後
二
時
l
四
時
)

場
所
市
民
体
育
館

対
象
小
学
五

t
六
年
生

定
員
三
十
人
程
度

指
導
者
市
卓
球
協
会
員

参
加
費
無
料

申
込
方
法
七
月
二
十
日
ま
で
に

傷
害
保
険
加
入
金
(
三
百
四
十

円
)
を
添
え
て
直
接
教
育
委
員

会
体
育
課
へ

主
催
市
教
育
委
員
会

主

管

市

卓
球
協
会

-
市
民
キ
ャ
ン
プ
大
会

日
時
七
月
十
一
日
、
十
二
日

場

所

小

岳

(
黒
木
)

参
加
費
千
円
(
交
通
費
は
自
己

負
担
)

持
っ
て
い
く
も
の
寝
袋
ま
た
は

毛
布
、
食
器

申
込
方
法
七
月
八
日
ま
で
に
山

岳
会
事
務
局
(
曾

@
1
1
0
0八

九
、
雷
③
l
二
七
三
六
)
へ

※
当
日
は
三
城
公
園
に
午
後
五
時

三
十
分
ま
で
に
、
ま
た
、
黒
木

バ
ス
停
に
午
後
七
時
ま
で
に
集

合
す
る
こ
と

主
催
大
村
山
岳
会

(体
育
課
)

-
少
年
少
女
ヨ
ッ
ト
・

力
ヌ

i
教
室

日

時

七

月
二
十

一
日
、
午
前
九

時
l
午
後
四
時
(
九
月
ま
で
に

五
日
間
実
施
の
予
定
)

場
所
大
村
競
艇
場

対
象
県
内
の
十
一
歳

t
十
八
歳

ま
で
の
少
年
少
女
及
び
友
の
会

会
員

申
込
方
法
七
月
十
五
日
ま
で
に

電
話
か
ハ
ガ
キ
で
住
所
、
氏
名

年
令
、
電
話
番
号
を
主
催
者
ま

で
持
っ
て
く
る
も
の
筆
記
具
、
タ

オ
ル
、
昼
食
、
乗
艇
で
き
る
服

参
加
費
無
料

主
催
県
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走

会
(
玖
島
郷
一
五
、
富
③

i
六

一
九
四
)

-
ラ
イ
オ
ン
カ
ッ
プ
全

日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

小
学
生

(
6人
制
)

大
村
市
予
選
成
績

六
月
十
四
日
、
大
村
小
学
校
h

体

育
館
で
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
の

主
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

〔
男
子
〕
①
松
原
小
②
福
重
小

〔
女
子
〕
①
西
大
村
小
A
②
大
村

小
A

ょ
う

一

国

際

障

害

者

年

一

一

s完
全
参
加
と
平
等

S

一

一

ご

存

じ

で

す

か

一

一

@

療

育

手

帳

「

B
」
の
二
区
分
で
す
が
五
一

一

児
童
相
談
所
、
精
神
薄
弱
者
十
六
年
度
中
に
「
B
」
所
持
一

一
更
生
相
談
所
で
精
神
薄
弱
と
判

者

全

員

の
再
判
定
を
行
い
一

一
定
さ
れ
た
人
に
対
し
、
一

貫
し

「

B
」を
ニ
区
分
と
し
ま
す
。
一

一
た
指
導
、
相
談
を
行
う
と
と
も

該
当
者

(
在
宅
の
人
)
に
は
一

一
に
各
葎
の
援
助
措
置
を
受
け
や
保
護
者
あ
て
判
定
日
を
通
知

一

一
す
く
す
る
た
め
に
県
が
交
付
す
し
ま
す
が
、
住
所
な
ど
が
変

一

一
る
も
の
で
す
。
手
帳
は
「
A
」
更
に
な
っ
た
人
は
通
知
が
届
↑

一
「
B
」
二
程
類
の
程
度
区
分
が
か
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
一

一

あ

り

ま

す

。

で

、

必

ず

福

祉

課

で

住

所

変

一

一

〔A
〕

更

の

手

続

き

を

し

て

下

さ

い

一

一
知
能
指
数
が
お
お
む
ね
三
十

O
各
種
援
助
措
置
に
は
障
害
程

一

一
五
以
下

(
身
体
障
害
者
手
帳
一
度
に
よ
り
次
の
よ
う
な
も
の
一

一
級
、
二
殺
、
一
一
一
級
の
人
は
五
十
が
あ
り
ま
す
。
一

一
以
下
)
の
人
で
、

日
常
的
動
作
福
祉
手
当
、
特
別
児
童
扶
養

一

一
が
困
難
で
指
導

・
介
助
を

必

要

手

当
、
障
害
福
祉
年
金
、
重
一

一
と
す
る
人
、
ま
た
、
失
禁
、

異

度

心

身

障

害

者

介

護
見
舞
金
一

一
食
な
ど
の
問
題
行
勤
務
肴
し

、

重

度

心

身

障

害
児
昆
舞
金
、

一

一
常
時
注
意
と
指
導
を
要
す
る
人
心
身
障
害
者
医
療
、
福
祉
タ
↑

一

〔B
〕

ク

シ

l
、
N
H
K
受
信
料
減

一

一

、

M

M

V

A
以
外

免
、
各
種
税
減
免
な

ど

一

一
、
仰

Y

6
の
人
で
精

O
療
育
手
帳
申
請
は
福
祉
課
で

=

一

E

吋
V
マ

神

薄

弱

と

受

付

け

て
い
ま
す
の
で
、
詳
一

一

・

守

、

-

判
定
さ
れ

し

く

は

福
祉
課
へ
お
問
合
せ

一

一

d
V
U
W
4
た

人

下

さ

い

。

一

一

@

現

在

「

A
」
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追
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対
象
・
定
員

中
学
生
、
二
十
人

講
師

藤
原
ヒ

ロ
子
先
生

講
師

吉
田
哲
朗
先
生
(
弁
護
士
)

小
学
校
)

「
夏
休
み
子
ど
も
工
芸
J

f

(
ね
ん
ど
)
教
室

L

-
四
年
生
、
二
十
人

講

師

市

村
幸
子
先
生

〔
封
父
さ
ん
の
料
理
教
〕

「、夏
休
み
子
ど
も
お
や
J

f
つ
教
室

、」

内
容

ペ
ン
ダ
ン
ト
、

土
鈴
、
灰

皿
な
ど

期
間
七
月
三
十
日

t
八
月
二
十

七
日

(
毎
週
木
曜
、
午
前
十
時

I
正
午
、
四
国
)

対
象
・
定
員

小
学
四
・
五

・
六

年
生
、
二
十
人

講
師

岩
永
憲
治
先
生

(元
小
学

校
長
)

〔
あ
そ
び
道
具
教
室
〕

-
中
央
公
民
館
の
各
種

教
室
へ
ど
う
ぞ

内
容

お
父
さ
ん
に
も
で
き
る
や

さ
し
い
料
理
を
数
十
品
作
り
ま

す。

期
間

七
月
二
十
四
日

t
八
月
二

十
八
日

(
毎
週
金
曜
、
午
後
七

時

t
九
時
、

五
回
)

対
象
・
定
員

成
人、

三
十
人

講

師

山

口
貞
子
先
生
(
栄
養
士
)

簡
単
に
で
き
る
お
や

つ

期
間

七
月
二
十
四
日

t
八
月
十

九
日

(
乙
の
聞
に
四
回
、
午
前

十
時

t
正
午
)

対
象
・
定
員
小
学
五

・
六
年
生

三
十
六
人
清
水
文
子
先
生
(栄
養
士
)

内
円相

壬是

紙
、
ゴ

ム
、
竹
な
ど
を
使

っ
て

手
づ
く
り
の
あ
そ
び
道
具
を
作
成

し
ま
す
。

期
間

七
月
二
十
九
日

l
八
月
二

十
六
日

(
毎
週
水
曜
、
午
前
十

時

t
正
午
、
四
回
〉

対
象
・
定
員
小
学
五

・
六
年
生

二
十
人

講
師

岩
永
憲
治
先
生

受
付
開
始

七

月
十
日
か
ら

※
各
教
室
定
員
に
な
り
し
だ
い
締

切
り
ま
す
。

申
込
方
法

電
話
で
中
央
公
民
舘

(
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内

雷
雨
)
!
コ
二

六
一

)
へ

受
講
料

無

料

(教
材
費
は
実
費

を
い
た
だ
き
ま
す
)

講
師

-
中
地
区
公
民
館
「
夏

休
み
子
ど
も
教
室
」

へ
ど
う
ぞ

「
夏
休
み
お
も
し
ろ
い
J

f
竹

工

作

教

室

し

〔
お
や
つ
教
室
〕

六
身
近
な
く
ら
し
の
中
J

f
の
法
律
教
室

、」

内
容

や
さ
し
い
竹
と
ん
ぼ
の
作

り
方、

水
鉄
砲
、
タ
コ、

竹
馬

な
ど

期

間

七

月
二
十
七
日

l
三
十
一

日

(
五
日
間
、
午
前
十
時

t
正

午
)

対
象
・
定
員
小
学
四

・
五
・
六

年
生
、
三
十
人

講

師

中

山
澄
男
先
生

(放
虎
原

中
学
生
に
で
き
る
料
理
な

内
容

お
や
つ
づ
く
り
の
楽
し
さ
と、

お
や

つ
そ
つ
く
る
知
識
を
体
験
し

ま
す
。

期
間

七
月
二
十
二
日
、

八
月
七

目、

十
九
日
、
二
十
五
日

(四

回、

午
前
九
時
三
十
分

t
正
午

各
回
曜
日
が
ち
が
い
ま
す
)

対
象
・
定
員

小
学
五

・
六
年
生

二
十
五
人

講

師

西

川
万
喜
子
先
生
、
山
本

ひ
と
み
先
生

ど

受
付
開
始

七
月
十
日

※
各
教
室
定
員
に
な
り
ま
し
た
ら

締
切
り
ま
す
。

申
込
方
法

電
話
か
直
接
、
中
地

区
公
民
館
(曾
③
i
一
三
七
六
)

へ
、
ハ

ガ
キ
で
は
受
付
け
ま
せ

ん
。

受
講
料

無
料

(教
材
費
は
実
費

を
い
た
だ
き
ま
す
)

内
容

家
庭
の
問
題

(結
婚
、
離

婚
、
相
続
)
、
土
地
、
建
物
、

金
銭
貸
借
な
ど

期

間

七

月
二
十
七
日

l
十
月
二

十
六
日
(
毎
月
第
四
月
曜
、

午
後
七
時
l
九
時
、
四
回
)

対
象
・
定
員

成
人、

五
十
人

七
月
二
十
三
日

l
八
月
二

十
七
日

(毎
週
木
曜
、
午
前
十

時

t
正
午
、
五
回
)

対
象
・
定
員
中
学
生
、
三
十
六

人
講
師

期
間

りおおむ

山
口
貞
子
先
生
(栄
養
士
)

〔
お
り
紙
教
室
〕

市政だより

〔
料
理
教
室
〕

お
り
紙
の
楽
し
さ
と
、

創
作
の

喜
び
を
も
と
め
ま
す
。

期
間
七
月
二
十
七
日

1
八
月
十

七
日

(
毎
週
月
曜
、
午
前
十
時

l
正
午
、
四
回
)

対
象
・
定
員

小
学
一

・
二
・
三

家
庭
料
理
の
基
礎
を
楽
し
く
学

習
し
ま
す
。

期
間

七
月
二
十
八
日

t
八
月
十

八
日

(毎
週
火
曜
、
午
前
九
時

三
十
分

t
正
午
、
四
回
)

(7) 
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融

資

-
太
陽
熱
温
水
器
・
ソ

ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
設

置
資
金

市
は
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
の
一

環
と
し
て
家
庭
用
太
陽
熱
温
水
器

設
置
資
金
を
、

国
は
ソ
ー
ラ
ー
シ

ス
テ
ム
設
置
資
金
を
融
資
し
て
い

ま
す
。市
内
に
居
住
し
、
市
内
に
建
築

ま
た
は
建
築
を
予
定
し
て
い
る
人

で
希
望
さ
れ
る
方
は
お
申
込
み
下

さ、。な
お
、
太
陽
熱
温
水
器
と
は
、

太
陽
の
熱
を
集
熱
器
で
吸
収
し
て

温
水
を
つ
く
り
、
貯
湯
容
量
が
お

お
む
ね
二
百
リ
ッ
ト
ル
前
後
の
家

庭
用
の
も
の
を
い
い
、
主
に
風
巴

な
ど
に
給
湯
す
る
簡
易
な
設
備
で

す。
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
と
は
、
太

陽
集
熱
器
、
蓄
熱
槽
、
循
環
ポ
ン

プ
、
制
御
機
器
、
補
助
熱
源
な
ど

か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
給
湯
や

暖
冷
房
な
ど
に
利
用
し
ま
す
。

〔
太
陽
熱
温
水
器
〕

一融
資
額
二
戸
当
り
五
万
円

i
一一

十
万
円

利

子

年

六

%

利
子
補
給
年
二
拓

償
還
方
法
二
十
四
カ
月
以
内
の

割
賦
償
還

申
込
方
法
大
村
信
用
組
合
に
本

人
が
直
接
お
申
込
み
下
さ
い
。

〔
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
〕

融
資
額
十
万
円

t
二
百
万
円

利
子
年
五
・
五
労

利
子
補
給
年
二
%

償
還
方
法
五
年
以
内
の
元
利
均

等
償
還

申
込
方
法
親
和
銀
行
、
十
八
銀

行
に
直
接
お
申
込
み
下
さ
い
@

※
詳
し
く
は
各
金
融
機
関
ま
た
は

商
工
観
光
課
へ

-
雇
用
促
進
施
設
設
置

資
金
・
整
備
資
金

雇
用
促
進
事
業
団
で
は
、
労
働

者
の
雇
用
促
進
と
企
業
の
労
働
力

確
保
を
援
助
す
る
た
め
、
公
共
職

業
安
定
所
の
紹
介
で
従
業
員
を
雇

い
入
れ
る
事
業
主
、
事
業
主
の
団

体
に
、
社
宅
や
福
祉
施
設
な
ど
を

設
置
ま
た
は
整
備
す
る
資
金
を
長

期
、
低
利
で
貸
付
け
て
い
ま
す
。

受
付
期
間
来
年
二
月
二
十
七
日

ま
で

※
身
体
障
害
者
作
業
施
設
は
九
月

三
十
日
ま
で

※
心
身
障
害
者
多
数
雇
用
事
業
所

施
設
は
七
月
三
十
一
日
ま
で

貸
付
対
象
施
設

労
働
者
住
宅
、
福
祉
施
設
、
職

業
訓
練
施
設
、
身
体
障
害
者
作

業
施
設
、
心
身
障
害
者
多
数
雇

一

ご

寄

付

・

ご

好

意

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

田

崎

鶴

一

)

一

万

五

千

円

一

社
会
福
祉
協
議
会
へ
預
託
一

和

東

一

一

)

十

万

円

社

会

福

祉

協

議

会

へ

預

託

一

一
香

典

返

し

~
敬

称

略

社

会

福

祉

協

議

会

へ

マ

橋

本

ミ

不

(

諏

訪

三

丁

目

・

マ

赤

水

清

春

(

本

町

二

丁

目

)

一

大
村
子
供
の
家
へ
二
万
七
千
九
一

一

国

際

障

害

者

年

事

業

へ

マ

野

口

通

(

原

口

町

・

亡

祖

母

亡

夫

喜

一
)
大
村
子
供
の
家
へ
百
七
十
六
円
マ
大
村
ス
ポ
l

一

十
万
円

一
イ
)
十
万
円
マ
増
水
オ
タ
ケ
郎
(
赤
佐
古
町
・
亡
長
男
徹
郎
)

~
二
震
寄
付

~
敬
称
略
雄
)
大
村
子
供
の
家
へ
中
学
生
~

一
(
玖
島
江
迎
町
・
亡
夫
鉄
男
)
十
万
円
マ
溝
嶋
房
子

(

久

原

社

会

福

社

協

議

会

へ

用

学

生

服

五

着

マ

古

賀

ナ

ツ

一

一
三
万
円
マ
橋
本
ミ
不
(
諏
訪
郷
・
亡
夫
静
雄
)
三
万
円
マ
マ
大
村
地
区
同
盟
(
代
表
雪
一
一
(
西
三
域
町
)
家
庭
奉
仕
員
派
一

一
三
丁
目
・
亡
夫
喜
一
)
十
万
円
清
水
等
(
池
田
一
丁
目
・
亡
父
池
広
基
)
一
一
万
五
千
百
十
九
円
遣
世
帯
へ
敷
布
団
二
枚
、
コ
タ
一

一

マ

井

上

シ

ナ

(

柴

田

町

・

亡

夫

惣

次

郎

)

金

一

封

マ

向

陽

町

納

税

組

合

(

代

表

者

ツ

布

団

二

枚

一

用
事
業
所
施
設
、
高
齢
者
職
場

改
善

申
込
先
取
扱
金
融
機
関

※
詳
し
く
は
大
村
公
共
職
業
安
定

所
ま
た
は
商
工
観
光
課
へ

J旬、陛
A 

売

-
建
物
払
下
げ

日
時
七
月
八
日
、
午
後
一
時

場
所
競
艇
事
業
部

物
件
旧
玖
島
荘
(
木
造
瓦
葺
二

階
建
、
六
九
五
・
七
o
d
)

入
札
方
法
一
般
競
争
入
札

入
札
保
証
金
入
札
見
積
金
額
の

百
分
の
五
以
上
の
現
金

代
金
納
入
即
納

※
詳
し
く
は
競
艇
事
業
部
(
曾
④

l

一0
0
0
)
へ

そ

の

他

-
説
児
院
ヘ
短
期
入
所

で
き
ま
す

保
護
者
が
次
の
よ
う
な
条
件
の

場
合
、
乳
児
を
短
期
間
乳
児
院
へ

入
所
さ
せ
る
乙
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
短
期
入

所
と
は
、
入
所
期
聞
が
一
カ
月
に

満
た
な
い
も
の
を
い
い
ま
す
。

一

八

月

三

十

一

一

一

一

ト

日

は

個

人

事

業

一

一

一

九

税

第

一

期

分

の

一

一

ゆ

悩

納

期

限

で

す

。

一

一

抑

制

『

」

E

一

業

に

納

税

通

知

書

一

一

事

税

を

送

付

し

ま

す

一

一

人

納

日

一

個

一

の

で

、

納

期

限

一

-

E

，
 

一

f

¥

ま
で
に
近
く
の
一

一
銀
行
か
郵
便
局
、
農
協
な
ど
一

一

に

納

め

て

下

さ

い

。

一

一
な
お
、
便
利
な
口
座
振
替
一

一
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
際
一

一
加
入
さ
れ
ま
す
よ
う
お
す
す
一

一

め

し

ま

す

。

一

一
※
県
税
に
つ
い
て
の
お
問
い
一

一
合
せ
は
諌
早
県
税
事
務
所
一

一
(
曾
諌
早
③

|
O
O
一
O
)
へ
一

入
所
の
条
件
出
産
、

信
病
、
親

族
の
病
気
の
看
護
な
ど
緊
急
の

事
情
、
ま
た
、
出
張
な
ど
勤
務

の
都
合
な
ど
特
別
の
事
情
に
よ

っ
て
保
護
者
の
も
と
で
養
育
で

き
な
い
と
き

負
担
金
保
護
者
な
ど
の
市
民
税

額
、
所
得
税
額
に
よ
っ
て
決
め

る
-栄
詳
し
く
は
福
祉
課
へ
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